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平
群
町
民
生
児
童
委
員 

 
 

 
 

 
 

 

副
会
長 

米
田 

征
弘 

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
す
る
立
場
に

あ
り
又
、
行
政
や
諸
団
体
の
開
催
す
る
会

議
等
へ
の
参
加
を
も
担
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
現
在
六
期
十
七
年
目
で
す
。
民
生

児
童
委
員
の
活
動
は
先
ず
、
担
当
地
域
内

で
の
福
祉
に
関
す
る
独
居
高
齢
者
の
見
守

り
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
お
め
で
と
う
訪
問
等

で
す
。
ま
た
、
諸
団
体
と
の
関
わ
り
を
通
じ

て
全
世
代
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

長
く
担
当
し
て
い
ま
す
と
担
当
地
区
住
民

か
ら
の
相
談
事
も
増
え
ま
す
。
行
政
や
関

係
団
体
へ
迅
速
に
つ
な
ぐ
事
に
よ
り
信
頼

感
・
安
心
感
が
生
ま
れ
、
支
え
合
い
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
の
一
助
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
但
し
、
相
談
内
容
に
は
直

ぐ
に
対
応
出
来
な
い
事
柄
も
あ
り
、
解
決

の
糸
口
と
し
て
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で

の
定
例
会
・
部
会
・
委
員
会
等
で
対
応
を
検

討
し
、
的
確
な
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
で
適

宜
行
政
の
窓
口
等
に
つ
な
ぐ
事
も
一
つ
の

方
法
で
す
。 

民
生
児
童
委
員
は
福
祉
に
関
し
、
地
域

で
の
信
頼
感
を
高
め
る
立
場
に
あ
り
ま
す

の
で
、
今
年
度
も
元
気
に
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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平
群
町
民
生
児
童
委
員 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

川
口 

輝
子 

 

平
群
町
民
生
児
童
委
員
（
主
任
児
童

委
員
含
）
の
活
動
に
対
す
る
日
頃
か
ら

の
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
深
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
た
ち
は
民
生
委
員
法
と
い
う
法
律

に
基
づ
い
て
職
務
を
果
た
し
ま
す
。
本

質
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
職
務
へ

の
義
務
や
責
任
を
負
い
地
域
の
人
の
困

り
事
を
専
門
職
の
人
に
「
つ
な
ぐ
」
役
割

を
し
ま
す
。
ま
た
、
民
生
児
童
委
員
協
議

会
（
民
児
協
）
と
は
各
自
治
か
ら
推
薦
さ

れ
た
委
員
で
組
織
さ
れ
た
社
会
福
祉
団

体
で
、
福
祉
の
推
進
の
た
め
自
主
運
営

を
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
法
律
上
に

も
位
置
づ
け
ら
れ
る
公
的
性
格
も
有

し
、
組
織
は
自
己
完
結
型
で
は
な
く
行

政
や
他
団
体
と
の
連
携
・
協
働
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
各
々
民
生
児
童
委
員
は
各

担
当
地
域
を
見
守
り
、
傾
聴
に
努
め
る

と
共
に
民
児
協
活
動
に
参
加
協
力
す
る

義
務
も
あ
り
ま
す
。 

民
生
児
童
委
員
の
任
期
は
一
期
三
年

で
す
。
昨
年
は
委
員
と
し
て
の
基
本
の

知
識
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
民
児 

協
と
し
て
は
全
委
員
が
参
加
す
る
毎
月

の
定
例
会
で
の
各
方
面
分
野
の
研
修
、

ま
た
各
部
会
・
委
員
会
は
そ
の
会
に
特

化
し
た
研
修
を
実
施
し
、
そ
れ
ら
の
学

び
を
報
告
し
合
い
、
全
委
員
で
共
有
し

ま
し
た
。
二
年
目
と
な
る
今
年
は
、
そ

の
学
び
に
基
づ
い
て
現
場
を
知
る
こ
と

に
軸
足
を
置
く
と
共
に
委
員
同
志
の

「
和
」
を
一
層
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

民
生
児
童
委
員
と
し
て
の
立
場
を
理

解
し
、
人
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、

地
域
の
方
々
ひ
と
り
一
人
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

企画運営委員会のメンバーです。企画運

営委員会では、月１回開催される定例会に

提案する案件について検討します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

高
齢
福
祉
部
会 

 

部
会
長 

東 

和
政 

 

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
第
５
類

移
行
と
な
り
、
左
記
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。 

一
、
八
月 

県
営
福
祉
パ
ー
ク
に
て
介
護

実
習
、
福
祉
住
宅
の
見
学 

介
護
を
実
践
出
来
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
る
為
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

二
、
十
月 

奈
良
県
民
生
委
員
児
童
委
員

大
会
出
席 

三
、
十
一
月 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
て
、
仕
組
み
と
役
割
の
勉
強
会 

行
政
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
住
民
の
関

係
性
を
把
握
す
る
為
の
勉
強
会
を
行
い
ま

し
た
。 

令
和
六
年
度
活
動
計
画 

一
、
あ
べ
の
タ
ス
カ
ル
に
て
災
害
に
対
す

る
実
践
を
含
め
た
体
験
実
習 

二
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
（
認
知
症
）
の
研

修 

三
、
十
一
月
大
空
の
家
ま
つ
り
に
参
加 

今
年
度
は
、
災
害
時
想
定
の
体
験
実
習

と
地
域
で
の
民
生
委
員
の
役
割
を
認
識
す

る
学
習
、
高
齢
化
社
会
で
の
認
知
症
に
対

応
で
き
る
知
識
を
持
つ
事
に
力
を
入
れ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

以
上
を
本
年
度
の
目
標
を
し
ま
す
。 

 

児
童
福
祉
部
会 部

会
長 

山
岡 

由
紀 

 

児
童
福
祉
部
会
で
は
、
平
群
町
内
や
近

隣
の
子
ど
も
達
の
様
子
を
知
る
た
め
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。 

一
、
五
月 

平
群
町
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー 

佐
々
木
先
生
の
お
話 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
不
登
校
傾
向 

の
子
ど
も
達
の
学
習
の
場
で
あ
り
、
ま
た

保
護
者
の
良
き
相
談
相
手
と
な
る
場
と
し

て
機
能
し
て
い
る
と
の
お
話
で
し
た
。 

二
、
R6
一
月 

斑
鳩
町
の
児
童
養
護
施

設
「
い
か
る
が
園
」
の
見
学
研
修 

様
々
な
事
情
が
あ
っ
て
「
い
か
る
が

園
」
で
暮
ら
す
子
ど
も
達
で
す
が
、
お
小

遣
い
を
も
ら
い
、
塾
に
も
通
う
家
庭
的
な

生
活
が
で
き
る
施
設
で
し
た
。 

そ
の
他
、
子
育
て
支
援 

セ
ン
タ
ー
主
催
の
『
親
子 

で
ウ
キ
ウ
キ
』
等
の
親
子 

行
事
に
協
力
参
加
し
ま
し
た
。 

今
年
度
も
子
ど
も
達
の
実
態
を
知
る
こ

と
に
重
点
を
置
き
、
中
学
校
に
伺
っ
た

り
、
新
た
に
開
園
す
る
子
ど
も
園
の
見
学

研
修
を
行
な
っ
た
り
す
る
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。
各
関
係
機
関
と
協
力
し
、「
平

群
の
子
育
て
応
援
団
」
と
な
れ
る
よ
う
今

年
も
研
鑽
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

障
が
い
福
祉
部
会 

部
会
長 

堀
田 

東
作 

 

障
が
い
福
祉
部
会
で
は
、
障
が

い
児
・
者
や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん

が
安
全
、
安
心
し
て
地
域
の
中
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
な
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
一
員
と
し
て
共
に
地
域
づ

く
り
を
し
、
支
え
合
っ
て
い
く
こ

と
が
私
た
ち
民
生
児
童
委
員
の
活

動
に
お
い
て
も
重
要
な
視
点
と
考

え
、
次
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

・
西
和
７
町
障
が
い
者
等
支
援
協

議
会
全
大
会
参
加 

・
平
群
町
レ
ス
ピ
ッ
ト
事
業
見
学 

・
平
群
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
の

勉
強
会
参
加 

・
斑
鳩
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

障
が
い
福
祉
部
会
と
の
交
流
会 

 

今
年
度
は
西
和
養
護
学
校
の
見

学
研
修
、
県
営
福
祉
パ
ー
ク
の
施

設
見
学
研
修
等
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
多
様
な
障
が
い
の

特
性
を
理
解
し
、
困
っ
て
い
る
皆

さ
ん
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
研
鑽
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

 

主
任
児
童
委
員 

 

主
任
児
童
委
員
が
制
度
化
さ
れ
、

今
年
は
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

『
少
子
化
や
児
童
虐
待
等
の
子
ど

も
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
課
題
の
多
様

化
、
深
刻
化
の
中
、
地
域
に
お
け
る

児
童
育
成
活
動
の
中
心
に
な
る
よ
う

に
』
と
、
平
群
町
で
は
二
名
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
担
当
地
域
の
民
生

児
童
委
員
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
関

係
機
関
と
も
連
携
を
深
め
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

防
災
委
員
会 

 

災
害
に
備
え
る
民
生
児
童
委
員
の

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
次
の
３

点
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

①
平
常
時
の
取
組
こ
そ
が
重
要 

②
発
災
時
は
自
分
自
身
と
家
族
の
安

全
が
最
優
先 

③
発
災
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人 

に
必
要
な
支
援
が
届
く
よ
う
に
繋

ぐ そ
の
為
、「
災
害
に
備
え
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
関
す
る
指

針
」
を
も
と
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 



 

 

 

  

令和 5年度の 

行事や研修 
 

慈光院では、住職

さんの講和を拝聴

し、史跡・名勝指

定のお庭を眺めな

がらお茶を一服。 

 令和 5年 6月 8日 研修 

なら芸術文化村 

歴史、芸術、食と農など、奈良県の誇

る文化に触れることができる施設で、

日本で初めてとなる文化財４分野（仏

像等彫刻、絵画・書跡等、建造物、考

古遺物）の修理作業現場の公開をして

います。改めて奈良の文化財の豊富さ

を感じることができました。 

 令和 5年７月３日 

薬物乱用防止講演会を平群中学校で

行いました。毎年中学 3年生を対

象に民児協主催で行っています。 

講師 一般社団法人 GARDEN  世古口 大毅氏  

＜感想文から＞ 

・本当に薬物乱用をしてしまった人の話が聞けるなんて思っていませ

んでした。生々しい話を聞くと、心の底から恐怖を感じました。 

・薬物は自分で進んでやるというケースより親密な人に勧められて始

め、そして自分でも気づかないうちにはまっていってしまうケースの

方が多く、薬物使用の対策では、簡単に人を信用しない、場に同調

しない、自我を強く持つ、信頼できる人に相談する等が効果的かな

と思った。 

・「薬物をしてしまうと知人や家族など周りの人を傷つけてしまう」と言

っていたことが印象に残っている。この言葉を忘れないように覚えて

おきたいと思った。 

 令和 5年 11月 30日 研修 

立命館大学国際平和ミュージアム 

館内には、現代までの様々な戦争、紛

争についての写真や展示物、戦時中の

町屋の復元などがありました。また、

平和創造に向けた取り組みの紹介もさ

れていました。過去の歴史をたどり、

現在、未来に向けてどのようにしたら

平和な社会をつくっていけるのか考え

る機会となりました。 

 令和 5年 10月 31日   於 プリズム平群 

神戸市長田区長楽南部地区 

平群町民生児童委員協議会との交流会 

神戸からは民児協 12名、友愛訪問（ボランティ

ア）15名、計 27名の方々が来訪されました。 

①高齢者の見守り、友愛訪問活動の情報交換について 

②オンラインを活用した会議や民生委員活動について 

③災害時要援護者支援、防災活動について 

 上記の内容について、それぞれの取組の意見交

換を行い、地域による公的支援の違いや活動の様

子を知ることができてとても参考になりました。 

 「民生委員・児童委員ってどんなことをしているの？」  

令和４年度から平群町内の小学校への出前授業が始まりました。全国民生児童委員連合会か 

              ら発行されている冊子「みんせい」を６年生全員に配布し、 

それを参考にしながら、簡単な会話劇を見てもらいます。 

その後、各地域の民生委員の紹介、主任児童委員の紹介をし 

て、クイズをしたり、質疑応答 

をしたりして 6年生の子ども達 

と交流しました。 

  

          

民生委員さんの主な

仕事って何ですか？ 

訪問活動

かなあ。 

ひとり暮らしの高齢者の方

の様子を見に行ったり・・・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

鳴川・櫟原 

大津
お お つ

輪
わ

 幹夫
み き お

 

椿台１・２丁目 

日浦
ひ う ら

 成夫
し げ お

 

椿台３・４丁目 

土屋
つ ち や

 優子
ま さ こ

 

椣原・西向 

フローラル西向 

選任中 

上庄・月見台 

植田
う え だ

 由美
ゆ み

 

上庄台 

楠瀨
くすのせ

 志
し

津江
づ え

 

緑ヶ丘２・３丁目 

川口
かわぐち

 輝子
て る こ

 

緑ヶ丘４・５丁目 

米田
よ ね だ

 征
まさ

弘
ひろ

 

緑ヶ丘１・６丁目 

山岡
やまおか

 由紀
ゆ き

 

菊美台１・２・３丁目 

大塚
おおつか

 洋子
よ う こ

 

菊美台４・５丁目 

延原
のぶはら

 みつる 

三里・三里団地 

向井
む か い

 眞澄
ま す み

 

梨本・御陵苑・東御陵苑台 

中村
なかむら

 高士
た か し

 

若葉台１・２・５丁目 

山田
や ま だ

 三千子
み ち こ

 

若葉台３・４丁目 

堀口
ほりぐち

 和子
か ず こ

 

ローズタウン若葉台 

藤川
ふじかわ

 弘子
ひ ろ こ

 

吉新１・４丁目 

川添
かわぞえ

 淳子
じゅんこ

 

吉新２・３丁目 

浅野
あ さ の

 旨史
よしふみ

 

下垣内 

榮
さかえ

 一
かず

昭
あき

 

福貴・福貴団地 

東
ひがし

 和政
かずまさ

 

初香台１・２丁目 初香台３・４・５丁目 

中島
なかじま

 幸治
たかはる

 

光ヶ丘 

中井
な か い

 孝
たかし

 

福貴畑 

森田
も り た

 和良
かずよし

 

久安寺 

向山
むかいやま

 弘司
ひ ろ し

 

信貴畑 

清見
き よ み

 澄代
す み よ

 

椹原・越木塚 

小谷
こ た に

 純生
す み お

 

若井 

山田
や ま だ

 惠二
け い じ

 

白石畑・平等寺 

東樋口
とうひぐち

 耕一
こういち

 

西宮１・２丁目 

東
ひがし

 伸
のぶ

宏
ひろ

 

西宮３丁目 

石田
い し だ

 圭一
けいいち

 

春日丘・日立団地 

堀田
ほ っ た

 東作
とうさく

 

椿井 

城
じょう

 光
みつ

良
よし

 

北信貴ケ丘 

中島
なかじま

 るり 

竜田川団地 

田中
た な か

 宏子
ひ ろ こ

 

竜田川ネオポリス 

吉川
よしかわ

 美智子
み ち こ

 

信貴山 

選任中 

主任児童委員 

浦野
う ら の

 明美
あ け み

 

主任児童委員 

井上
いのうえ

 眞理子
ま り こ

 

北小校区 

 平群小校区 

南小校区 

つじむら  あきひこ 

辻󠄀村
むら

 昭彦
あきひこ

 

 

民生児童委員・主任児童委員へ相談事がある場合は、まず事務局平群町社会福祉協議会まで ４５－５７１０ 

   ５月１２日は民生委員・児童委員の日です 

      活動強化週間 ５月１２日～５月１８日 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は 

 

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
基

づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
非
常
勤
で
、
特
別
職
の
地
方
公

務
員
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
地
方
公
務
員
の
適
用

は
な
く
、
給
与
の
支
給
も
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を

兼
ね
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

個
人
の
秘
密
は
厳
守
で
す
。 

民
生
委
員
の
活
動 

〇
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で

す
。 

〇
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

〇
福
祉
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〇
福
祉
の
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
い

ま
す
。 

〇
専
門
機
関
を 

紹
介
し
ま
す
。 

〇
皆
さ
ん
と
行 

政
を
結
ぶ
パ 

イ
プ
役
で
す
。 


